
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

当該事業は、建設業法他の法令で県が行うと規定されている許可、審査、登録等であり、引き続き必要な事業である。

法令に則り、建設業の健全な発展を促進するため、引き続き事業の適正な執行に努める。

目標に対

する成果

の状況

・優良技術者表彰制度事業等により、建設工事の品質確保と建設企業の技術力向上が図られ、工事成績評定結果が向上した。

・申請のあった許可、審査等について、適正に事務処理を行うことができた。

 概算事業費（B（A）+C） 301,449 294,192 297,832 294,447

276,643 276,643 276,643

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

854

概　算

人件費

33.50 33.50 33.50 33.50

278,620

22,829 17,549 21,189

1,166

23,177 18,568 18,932 15,784

0 0 0 0

26,148

補正予算 0 0 0

21,424 22,924

Aの

財源

1,468 1,440 1,296

1,503 1,416 2,696

0

21,424 22,924 17,804

0

合計（A) 26,148

7.技術力向上支援事業 直接

電子納品実務・情報共有講座３回開催

ＣＡＤ研修３回開催

17,804

事業内容

１.長野県建設工事紛争審査会 直接

・あっせん申請件数・・・２件

・調停申請件数・・・１件

項目
予

算

額

前年度繰越 0 0 0

当初予算

3.建設工事統計調査等 直接

738 600 724

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

11,764 8,462

・受注動態統計調査件数・・・221件

・施工統計調査件数・・・2,089件

1,847 1,627 1,847

月一度の定期メンテナンス及び2526年度入札参加資格審査

申請受付のためのシステム改修を実施

6,325 6,161

11,570

E-mail kensetsu@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-5 地域の暮らしを支える産業の振興

県が関与

する理由

■法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 建設業法、建設工事の資材に係る再資源化等に関する法律、浄化槽法、統

計法施行令、建設工事統計調査規則

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

事業番号 10 01 02 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 建設業振興費建設業振興費建設業振興費建設業振興費
担

当

課

部局 建設部

    2 地域に根ざした建設産業の振興 実施期間 S24 ～

課・室 建設政策課・技術管理室

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  

4,590

優良技術者の知事表彰と若手技術者等の所長表彰を実施

・建設業法等の法令に則り、適正に事務処理を行うことにより、建設業を営む者の資質の向上、建設工事の請負契約の適正化等を図

る。

・努力している企業や技術者、若手技術者を適正に評価し、資質の向上及び意欲の向上を図る。

・建設業を営む者の資質の向上、建設工事の請負契約の適正化等を図ることによって、建設工事の適正な施工を確保し、建設業の健全

な発達を促進する。

・技術者の資質の向上と建設工事等の品質の向上及び適正な施工の確保を図る。

・若手技術者の技術力向上に対する意欲を高め、将来の建設技術を担う技術者が育つ環境を整備する。

・建設業法等の法令に基づき、県が行うと規定されている建設業の許可、経営事項審査、建設工事紛争審査会の審理、建設業者への監

督処分、解体工事業者及び浄化槽工事業者の登録を実施している。

・県が発注した工事及び委託業務で、その成績が特に優れている場合、担当した技術者を評価し、当該技術者と所属会社を表彰してい

る。

・近年の公共投資額の減少や受注競争の中で、若手技術者が育ちにくい環境になっているため、若手技術者の技術力向上に対する意

欲を高めることを目的として、建設事務所等の所長による表彰を実施している。

成果目標の達成状況

2.建設業情報管理電算業務 委託

4.入札参加資格審査システム保守及び改修業務
委託

5.優良技術者表彰制度事業 直接

6.新技術・新工法活用支援事業 直接

試行結果報告が施工会社から提出されなかったため、新技

術評価委員会及び準備会の開催は無し。

130 42 130

2,075 786 1,902

8.建設事務所等入札制度改定説明会 直接 ・入札制度改定説明会４回開催（長野・松本・佐久・伊那） 149

・建設業許可件数・・・2,252件（新規216件、更新等2,036件）

・経営事項審査件数・・・3,227件

（委託先：一般財団法人建設業情報管理センター）

120 149

90 89 0

合計 22,924 21,189 17,804

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況


